
No 資料名 頁 項目 内容 回答

1 実施方針 1 1．1.4.(１)

設計企業、施工企業、工事監理企
業、維持管理企業各々が、業務毎に
廿日市市殿と契約と考えてよろしいで
しょうか。

後に公表する事業契約書（案）をご確
認ください。
なお、工事監理業務については、内容
変更を検討しています。

2 実施方針 1 1.1.4.(3)

受変電設備の新設及び既設受変電設
備の改修・更新等が必要か否かを判
断できる資料を各学校ごとに提示頂け
ますでしょうか。

提示できる資料については準備しま
す。
資料がない学校については、設計業
務で調査してください。

3 実施方針 1 1.1.4.(3)

受変電設備容量変更に伴う保安管理
費用の交渉、承認、負担の全ては市
にて行われると理解して宜しいでしょう
か。

ご理解のとおりです。

4 実施方針 2 1.1.4.(4)

支払いは、代表企業に一括　or　事業
毎　どのような支払い方法になります
か？　　　　　　　　　　　　　　　　　　※構
成企業は業務毎(設計・施工・工事監
理・維持管理)に対して1社or複数業者
有っても宜しいでしょうか？

支払いは、業務毎に行う予定です。ま
た、構成企業については、業務毎に１
社を考えております。

5 実施方針 4 2.2.1.

現地見学会について、該当時期に予
め人員を確保しておきたく、期間（日
数）、1日に何班程度分かれて実施さ
れる予定かをご教示頂けますでしょう
か。

決定次第、報告します。

6 実施方針 6 2.3.1.イ

「設計業務と工事監理業務を同一の
者（人）が兼ねることはできない」とあり
ますが、設計を行った者（人）にて監理
を行うことも、業務をスムーズに遂行す
るためには必要かと考えています。設
計・監理を同一の場合の状況によって
は、提案させていただいても宜しいで
しょうか。

設計業務と工事監理業務は、別の者
（人）でお願いします。
なお、工事監理業務については、内容
変更を検討しています。

7 実施方針 6 2.3.2.

代表企業については、設計から維持
管理までの全ての調整を行うことに
なっていますが、各業務毎で構成企
業間の調整・連絡をするような体制を
提案させていただくつもりでいますが、
前述の提案でもよろしいでしょうか。代
表企業が維持管理までを見るとなる
と、その分の費用が掛かります。

事業期間にわたり、総括責任者を１人
定めて配置するものと、ご理解くださ
い。

8 実施方針 10 3.3.3.
設計・施工・工事監理・空調設備の移
設等についてもセルフモニタリングが
必要となるのでしょうか。

移設等のセルフモニタリングについて
も必要であるとご理解ください。

9 実施方針 10 3.3.4.
市の行うモニタリングの具体的な内容
はご教示いただけますでしょうか。

後に公表する事業契約書（案）をご確
認ください。

10 実施方針 11 4.1.1
教室数が変更となる場合は、費用につ
いても再度見直しと考えてよろしいで
しょうか。

ご理解のとおりです。

11 実施方針 16 別添資料１

物価変動リスクに「一定の範囲を超え
る物価変動」とありますが、「一定の範
囲」は事業契約書において示されると
の認識で宜しいでしょうか。

後に公表する事業契約書（案）でお示
しします。

12 実施方針 17 別添資料１
市が提供する図面、資料等に重大な
誤りがあった場合は、市のリスクとの考
えで宜しいでしょうか。

ご理解のとおりです。

13 実施方針
予定価格は入札公告にて公表頂ける
のでしょうか。

ご理解のとおりです。
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14 要求水準書（案） 6 1.4.1.ア
総括責任者は、設計施工期間と維持
管理期間とで異なる構成企業から選
任が可能と理解して宜しいでしょうか。

総括責任者は業務毎で分けるのでは
なく、事業期間を通じて1人選任してく
ださい。

15 要求水準書（案） 6 1.4.1.ア

『統括責任者を1人配置すること。』と
記載しておりますが、代表企業から選
任でしょうか？又全体業務で1名若しく
は業務毎に1名でしょうか？

全体業務で1名配置とご理解ください。

16 要求水準書（案） 6 1.4.2.

設計・施工・工事監理・維持管理・移
設の5業務のセルフモニタリングは、
『確認・管理』という意味でしょうか？そ
の他のことで有れば御教示下さい。

後に公表する事業契約書（案）をご確
認ください。

17 要求水準書（案） 7 1.6.

セルフモニタリングは維持管理業務で
実施されるものとの理解で宜しいでしょ
うか。設計・施工・工事監理・空調設備
の移設等業務でも必要な場合、具体
的にどのような内容かご教示願いま
す。

後に公表する事業契約書（案）をご確
認ください。

18 要求水準書（案） 7 1.7.ア

対象校の図面等の資料には、配置
図、平面図、立面図等で寸法等のある
詳細な図面も含まれ、CADデータでご
提供頂けるものと理解して宜しいでしょ
うか。
また、全対象校の図面等の資料は、現
地見学会及び提案書作成で必要と考
えておりますが、入札公告と併せご提
供頂けるものと理解して宜しいでしょう
か。

提示できる図面等の資料については
準備します。

19 要求水準書（案） 10 3.2.1.

事業期間が平成32年4月1日～平成45
年3月31日（13年間）設計・施工期間
が事業契約締結日～平成32年3月31
日（約１年間）となっていますが、施工
責任者の配置期間は施工期間のみと
考えて宜しいでしょうか。

ご理解のとおりです。なお、阿品台中
学校については、平成３２年度に空調
機器の移設を考えているため、建設
業法上必要であれば配置をお願いし
ます。

20 要求水準書（案） 10
3.2.1.
3.2.2.

「施工責任者」および「施工担当者」の
配置に関して、担当する校数の上限が
ありますでしょうか。

現時点では上限は定めておりませ
ん。事業者の提案に委ねます。

21 要求水準書（案） 10 3.2.2.

施工担当者の配置について、建設業
法第２６条第１項により主任技術者を
配置するよう記載がありますが、工事
一括で専任の主任技術者を配置すれ
ばよいのでしょうか。各学校毎に施工
金額に応じた専任の主任技術者を配
置する必要があるのでしょうか。

工事一括（１契約）で専任の主任技術
者を配置すればよいと考えてくださ
い。

22 要求水準書（案） 10 3.3.1(1)イ
阿品台中学校の管理特別教室棟及び
普通教室棟の大規模改修工事の図面
及び工程表等は頂けるのしょうか？

必要な図面は準備します。

23 要求水準書（案） 11 3.3.1.（1）シ

「アスベストが発見された場合」と記載
がありますが、校舎内や各種内装材等
に関するアスベスト調査は完了してい
るという認識で宜しいでしょうか。また、
調査が完了していない場合、本事業
の施工に関わる疑わしき場所に関して
はすべて調査を実施するということで
しょうか。

吹付けアスベストについては、調査・
処分済み。外壁吹付け材は、一部の
学校で調査済み。建材類は未調査で
す。
本事業の施工に関わる疑わしき場所
は、調査を実施してください。

24 要求水準書（案） 11 3.3.1.(1)シ

「アスベストが発見された場合」の処理
及び費用については協議となっていま
すが、本事業の施工はアスベスト処理
も含めて本事業の施工期間内に完了
させないといけないのでしょうか。

建材類の処分を想定しており、施工期
間内での完了を考えています。



25 要求水準書（案） 11 3.3.1.(1)シ

「アスベストが発見された場合」とありま
すが、現時点でアスベスト含有の可能
性がある学校・学園ならびに含有場所
等の情報開示をお願いします。

吹付けアスベストについては、調査・
処分済み。外壁吹付け材は、一部の
学校で調査済み。建材類は未調査で
す。
学校等については、情報提供します。

26 要求水準書（案） 11 3.3.1(3)ア

施工期間中は、『工事用電力・水道・
ガス』無償で使用できると記載しており
ますが、トイレに使用は宜しいでしょう
か？

トイレについては、仮設トイレを用意し
てください。

27 要求水準書（案） 11 3.3.1.(4)ア
「夏季休業日」とありますが、各小中学
校の夏季休業日の開示をお願いしま
す。

決定次第、報告します。

28 要求水準書（案） 11
3.3.1.(4)
ア・イ・ウ

現場作業日は原則、夏季休業日の8
時～17時となっていますが、この条件
では本事業の施工期間内での引渡し
完了は非常に困難と考えます。本事
業の目的を実現するためにも、平日・
土日・祝日・夜間を含めた作業が可能
となるよう、市及び対象校にて配慮願
います。

施工期間が短いため、作業日等につ
いては、できるだけ配慮したいと考え
ています。

29 要求水準書（案） 11 3.3.1.(4)ウ
平日の放課後及び夜間の現場作業が
可能な時間をご教授願います。

学校に確認して、報告します。

30 要求水準書（案） 12 3.3.1.(4)カ
登下校ピーク時の具体的な時間帯を
ご教示願います。

学校に確認して、報告します。

31 要求水準書（案） 12 3.3.1.(6)

試運転調整の判定基準に「メーカー基
準値」・「メーカーが定める方法」との記
載がありますが、どのようなものでしょう
か。

メーカーのカタログの測定方法（測定
位置、測定高さ等）に準じて測定してく
ださい。

32 要求水準書（案） 12 3.3.1.(6)

原則、冷房運転での試運転調整と記
載がありますが、工事完了時期が冷房
試運転結果が出ない時期（冬季）と
なった場合の試運転調整方法はご教
授頂けるのでしょうか。また、暖房運転
における試運転調整結果は不要と考
えて宜しいでしょうか。

試運転調整は、施工完了した学校か
らお願いします。また、施工完了が秋・
冬になった場合、暖房運転での試運
転をお願いします。

33 要求水準書（案） 12 3.3.1.(6)

試運転調整は、施工完了した学校か
ら試運転若しくは同時時期に試運転し
たほうが宜しいでしょうか？又施工完
了後が秋・冬になった場合は、暖房運
転での試運転になっても宜しいでしょ
うか？

試運転調整は、施工完了した学校か
らお願いします。また、施工完了が秋・
冬になった場合、暖房運転での試運
転をお願いします。

34 要求水準書（案） 12 3.3.1.(6)ア

室外機の騒音測定について「定格運
転に近い運転状態を作り出して」との
記載がありますが、試運転調整時にお
ける外気や暗騒音の状態で測定し、
判断するということで宜しいでしょうか。

ご理解のとおりです。



35 要求水準書（案） 12 3.3.1.(6)ア,イ

現地での騒音値測定について、学校
及び周辺の様々な音（風や虫(夏季は
セミ)の音、近隣の生活音、交通音な
ど）を拾うため、試験室のような状態を
作ることはできず、正確に機械音を測
定するのは困難です。(測定した数値
が機械音なのか、その他の音なのか
識別できません。)
そのため、試運転における音の確認基
準は、サービスマンの視聴による異常
音の有無とさせて頂いています。
本件の確認方法は、測定ではなく、視
聴による異常音の有無確認でも良い
でしょうか。

事業者の提案に委ねますが、騒音な
ど異常がないことを市へ報告し、市の
了承を得る確認方法としてください。

36 要求水準書（案） 12 3.3.1(6)イ

現地での室内機の風量確認作業につ
いて、全台数となると作業時間とコスト
が大変かかります。
そこで、1校毎にランダムに選定した代
表室内機による風量確認作業でも良
いでしょうか？
製品は量産品であり、機械的に生産ラ
インで製造されているので、全台数確
認を行っても同じ製品を考えられ、ま
た、室内機故障の確認であれば、試
運転時に機器データ等でも確認を行う
ことが可能です。

事業者の提案に委ねますが、選定し
た室内機について、市に合意を取り、
作業確認及び異常がないことを市に
報告し、了承を得てください。

37 要求水準書（案） 13 3.3.1.(6)エ

教室環境の温度測定において、12時
～14時の間の1時間以内で、対象教
室の廊下側、外壁側の２箇所　測定を
実施し、その2点の平均温度を測定結
果とすると理解して宜しいでしょうか。

ご理解のとおりです。

38 要求水準書（案） 13 3.3.1(6)エ

全教室の温度測定を行いますと、作業
時間とコストが大変かかります。そこ
で、1校毎にランダムに選定した代表
教室による確認作業でも良いでしょう
か。
各教室の機種は、面積に比例して同じ
ような選定になると考えられます。（平
米あたりの熱負荷は概ね同様の値と
思われます。）熱負荷が高いと考えら
れる最上階の1教室で如何でしょうか。

事業者の提案に委ねますが、選定し
た室内機について、市に合意を取り、
作業確認及び異常がないことを市に
報告し、了承を得てください。

39 要求水準書（案） 14 3.3.2.(2)エ
機械警備システムの支障を判断できる
資料を学校ごとにご提示頂けますで
しょうか。

提示できる資料については準備しま
す。
資料がない学校については、設計業
務で調査してください。

40 要求水準書（案） 14 3.3.2.(2)オ
その他、工事に支障となる設備、シス
テムについて想定されるものはどのよう
なものでしょうか。

想定したものはありません。

41 要求水準書（案） 14 3.3.2.(4)
共用開始前検査・監理者検査・完成
検査は同時に実施しても良いと理解し
て宜しいでしょうか。

別々での実施をお願いします。

42 要求水準書（案） 15 3.3.2.(5)

既設空調設備の撤去業務について
は、冷媒ガス等の回収・破壊業務も含
まれていると理解して宜しいでしょう
か。

ご理解のとおりです。



43 要求水準書（案） 15 3.3.2.（5）

既設空調設備の撤去業務について
は、冷媒ガス等の回収・破壊業務も含
まれていると理解して宜しいでしょう
か。

ご理解のとおりです。

44 要求水準書（案） 15 3.3.2.(5)
３校(８教室)の既存空調設備撤去・廃
棄は、特別教室or普通教室orその他
教室、どの部屋の教室になりますか？

廿日市小学校　普通教室　　　５教室
宮内小学校     普通教室　　　２教室
地御前小学校  多目的教室 　１教室

45 要求水準書（案） 15 3.3.2（5）
既設空調の撤去においての設計（撤
去後の復旧方法等）も設計業務に見
込むと考えてよろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。

46 要求水準書（案） 16 4.2.2
工事監理者は2.2.2の設計担当者と同
様条件としていただけないでしょうか。

本（案）のままでお願いします。
なお、工事監理業務については、内容
変更を検討しています。

47 要求水準書（案） 18 5.3.1.(1)オ

「性能基準を超えたことによるエネル
ギー費用は、事業者負担とする。」とあ
りますが、性能基準とは満たすべき最
低限の性能を示したものと考えます。
よって、性能基準を超えるエネルギー
費用は必然的に発生することになると
思われますので、記載の削除もしくは
変更して頂けないでしょうか。

本（案）のままでお願いします。
「性能基準を超えたことに起因するエ
ネルギー費用」とは、事業者の責めに
帰すべき事由により要求水準で規定
する能力を下回り、これに起因して増
加するエネルギー費用を想定していま
す。

48 要求水準書（案） 19 5.3.1.(3)イ

基準燃費は初年度の実測値から算出
されるものとなっていますが、例えば、
初年度が冷夏であった場合には基準
燃費が低い数値となり、次年度以降の
実燃費と比較すると実燃費＞基準燃
費となる可能性が高くなることが予想さ
れます。よって、算出式に温度により
算出される補正係数を入れる等、評価
方式を見直して頂けないでしょうか。

本（案）のままでお願いします。
初年度の外気が異常値であることも
想定されますので、数値の設定等の
詳細については協議のうえ決定するも
のとします。

49 要求水準書（案） 19 5.3.1.(3)ウ

「対象校に該当する廿日市津田、大
竹、加計観測所における」とあります
が、学校－観測所の対応は別途示し
て頂けるのでしょうか。

別途提示します。

50 要求水準書（案） 21 6.ア

①の仮教室に設置する空調設備は、
②の普通教室棟に設置する場合の性
能要件を満たせば、①の仮教室での
性能要件は考慮しなくても良いとの認
識で宜しいでしょうか。

仮教室での性能要件も考慮してくださ
い。

51 要求水準書（案） 21 6.ア

P4の「1.3.4」より、①での設置対象室
数は35室、②③での移設・配管等撤
去の対象室数は12室との理解で宜し
いでしょうか。

①での設置対象室数は23室
②③での移設・配管等撤去の対象室
数は12室

52 要求水準書（案） 21 6.ア

平成31・32年度の大規模改修工事は
本事業の提案に関わる内容と考えま
すが、入札説明書等で計画図や工程
等の資料はご提示頂けるものと理解し
て宜しいでしょうか。

必要な資料は準備します。

53 要求水準書（案） 21 6.ア①,②
仮設教室の図面、大規模改修後の図
面はご教示いただけますでしょうか。

必要な図面は準備します。

54 要求水準書（案） 22 7.1.ア

給食室は、空調設備稼働時、温度25
度以下かつ湿度80％以下を満足させ
るとの記載がありますが、空冷ヒートポ
ンプ空調設備の設置のため、湿度は
成り行きと理解して宜しいでしょうか。
（冷暖房設備だけでは、外気条件に
よっては湿度80％以下を満足できない
可能性もあると思われます。）

ご理解のとおりです。



55 要求水準書（案） 22 7.1.ア

給食室において、25℃以下の室内温
度は、目標値との解釈でも良いでしょう
か。調理設備がある室内を絶対に
25℃以下に維持する場合、ダクト式の
大規模空調設備となる場合があり、
【7.2.3イ】にある厨房用エアコンでは困
難です。そこで、25℃以下はあくまで
目標値とさせて頂きたく、お願い致しま
す。

衛生管理基準上、25℃以下と定めら
れております。既設に設置するため、
調理中（火気を使用する時間）につい
ては、目標値といたしますが、それ以
外については、25℃以下になるよう対
応してください。

56 要求水準書（案） 22 7.1.ア

給食室において、80％以下の室内湿
度は、成り行きとさせて頂きたく、お願
いします。調理設備がある室内では常
に水分が多く、絶対に80％以下に維
持する場合、大規模な換気設備・除湿
設備が必要な場合があります。また、
【7.2.3イ】にある厨房用エアコンでは、
湿度監視が出来ません。ただ、厨房用
エアコンは、冷房運転稼働中は除湿を
行います。そこで、厨房用エアコン稼
働及び換気設備による除湿（＝湿度
監視は出来ない⇒湿度成り行き)でも
良いでしょうか。

湿度については、空調設備のみでは
設定することは困難であるため、成行
とします。

57 要求水準書（案） 22 7.1.キ
「費用対効果の最も高い設備を採用」
とありますが、「効果」とは、何を想定さ
れているのでしょうか。

市が支払うコスト面での効果や学校教
育環境の向上に伴う効果、学校現場
の職員の管理・運営に関する効果な
ど様々考えられますが、事業の目的を
踏まえ、事業者にとって効果的だと考
える提案を行ってください。

58 要求水準書（案） 22 7.1.ケ

「室内の二酸化炭素濃度、ホルムアル
デヒド及び揮発性有機化合物濃度に
ついては適切な環境の維持に努める」
との記載がありますが、本事業は冷暖
房設備の整備事業ですので要求水準
事項となりえないと考えます。記載から
削除して頂くようお願いします。

ご指摘の対応策については、機械的
な対策、モニタリング・運用指導等に
よる対策など考えられますが、それに
ついては、事業者の提案に委ねます。

59 要求水準書（案） 22 7.2.1.ク

基準燃費は、機器の定格燃費や安全
率等を乗じた値となっていますが、開
始後1年間の計測によって見直しと
なっています。開始1年目は機器も新
品で効率が良く、2年目以降は故障で
はなくとも機器劣化による燃費悪化が
懸念されます。また、計測1年目の気
温で冷夏・暖冬(＝燃費少ない)であ
り、2年目以降で酷暑・寒冬(＝燃費多
い)となると、どうしても基準燃費以下と
ならない場合も懸念されます。
基準燃費の想定は、1年目の測定結
果のみならず、気象条件や使用状況
に応じ、別途協議とさせて頂きたく、お
願い致します。

本（案）のままでお願いします。
安全率は学校の現状（老朽度等）、冷
媒配管長の補正、空調設備の経年劣
化、応募者の維持管理内容を踏まえ
て、値を設定していただくことを想定し
ております。
2年目以降、基準燃費より実燃費が上
回る要因が、外気温や学校運用上な
ど第三者による影響であるか否かに
ついては、モニタリングにより、市及び
事業者と協議の上、判断するものとし
ます。

60 要求水準書（案） 22 7.2.1.サ

「熱負荷計算には外気負荷を適切に
加算する」と記載がありますが、これは
事業者側の提案内容での加算を実施
すると理解して宜しいでしょうか。

ご理解のとおりです。

61 要求水準書（案） 23 7.2.1.テ

「既存器具の安定器のＰＣＢ含有調
査」は、あくまで空調設備の設置に伴
い、撤去した器具のみの調査という認
識で宜しいでしょうか。また、ＰＣＢが確
認された場合のリスクは、市が負うべき
と考えますので、含有のある場合は市
の指示に従い、市に引き渡すと変更し
て頂けないでしょうか。

ご理解のとおりです。
ＰＣＢが確認された場合は、市が保管
する内容に変更します。

62 要求水準書（案） 23 7.2.1.
屋外条件は市内一律同条件と考えて
よろしいでしょうか。

廿日市・大野・宮島地域、佐伯地域、
吉和地域に分けてご検討ください。



63 要求水準書（案） 24 7.2.2.イ
「小型で軽量な機器」の明確な「大き
さ」、「重量」の基準はありますでしょう
か。

特にありません。

64 要求水準書（案） 24 7.2.2.イ
地上置きが困難な場合、バルコニーへ
の設置も可能と考えて宜しいでしょう
か。

設置は可能です。ただし、構造検討は
実施してください。

65 要求水準書（案） 24 7.2.2.ウ

室外機を屋上に設置した場合の構造
検討の際には、各校の構造計算書等
の資料を貸与いただけると理解して宜
しいでしょうか。

提示できる資料については準備しま
す。
資料がない学校については、設計業
務で調査してください。

66 要求水準書（案） 24 7.2.2.キ
敷地境界線上とは1か所でしょうか。ま
た、敷地境界線上のどの位置でしょう
か。

1か所で、室外機等に最も近く障害物
のない、敷地境界線と考えてください。

67 要求水準書（案） 24 7.2.2.ケ

「室外機を保護するためのカバーの設
置とともに周囲フェンスを設ける」と記
載がありますが、保護カバーとフェンス
の両方の設置が必要ということでしょう
か。両方設置となると、過剰な保護と
考えられますので「室外機を保護する
ためのカバーの設置もしくは周囲フェ
ンスを設ける」と変更して頂けないで
しょうか。また、「室外機の保護カバー」
とは具体的にどのようなものでしょう
か。

フェンスについては、児童・生徒のい
たずら等の可能性がある場所に設置
する場合に設けてください。カバーに
ついては、外気の熱交換部を保護す
るために設置してください。

68 要求水準書（案） 24 7.2.2.ス
積雪地域となる対象校は示して頂ける
のでしょうか。

佐伯地域、吉和地域と考えてくださ
い。

69 要求水準書（案） 24 7.2.3.ア

「室内機は原則天井埋込カセット形及
び天井吊形とする」と記載があります
が、現地の状況等によって床置形が
効率的であると判断した場合、床置形
の提案も可能でしょうか。

スペース的に支障がなく、効率的であ
るならば設置可能です。

70 要求水準書（案） 24 7.2.3.オ

「室内機の振れ止め対策として4面に
斜め材設置」とありますが、これは機器
の吊り金物に、振れ止め用の支持材を
斜めに設置するという理解で宜しいで
しょうか。

ご理解のとおりです。

71 要求水準書（案） 25 7.3.1.エ

「既設構造体の貫通は禁止」とあります
が、壁等の構造体貫通が必要となる可
能性が考えられるため、現地状況に
よっては既設構造体の貫通を認める
旨を追記して頂けないでしょうか。

現地状況によっては既設構造体の貫
通を認める内容に変更します。
ただし、構造検討・配筋テェックなどを
実施し、市の承認を受けてください。

72 要求水準書（案） 25 7.3.1.カ

冷媒管の屋外露出の仕上げはステン
レスラッキングと記載がありますが、合
成樹脂カバーの採用を検討することは
可能でしょうか。

冷媒管の屋外露出の仕上げはステン
レスラッキングでお願いします。

73 要求水準書（案） 25 7.4.3.ア
計測情報を取得するために、校舎に
既設通信設備が整備済みの場合は使
用しても宜しいでしょうか。

調査のうえ利用可能と判断できれば、
使用してください。
ただし、市の承認を受けてください。

74 要求水準書（案） 26 7.5.ウ

受変電設備の工事の際、ＰＣＢ含有調
査を行い、ＰＣＢ含有が認められた場
合の対応はどのようになるでしょうか。
ＰＣＢが確認された場合のリスクは、市
が負うべきと考えますので、含有のある
場合は市の指示に従い、市に引き渡
すものとすると追記して頂けないでしょ
うか。

ご理解のとおりです。
ＰＣＢが確認された場合は、市が保管
する内容に変更します。



75 要求水準書（案） 27 8.1.1.～8.1.4

『同一書類は統一した様式にて作成し
提出すること。なお、様式については、
事前に市と協議すること。』と記載して
おりますが、様式のサンプルやフォー
マット等を提供して頂けるのでしょう
か？

指定様式以外の書類については、事
業者の方で準備お願いします。

76 要求水準書（案） 30
8.2.1【設計業務
完了後】

積算書（工事積算数量算出、工事積
算数量調書）が提出書類としてありま
すが、施工契約終了後となり、施工数
量の確認ができないと思われますが、
提出は必要となりますでしょうか。

設計図面に基づく数量算出ですので、
積算書類は提出する必要がありま
す。

77 要求水準書（案） 33
8.2.4.エ
8.2.4.オ

「3日以内」とは土・日・祝祭日を除く3
日との認識で宜しいでしょうか。

ご理解のとおりです。


